
玉川町防災訓練進行表  2016年11月
玉川町防災対策委員会・下野

準備内容 担当者名 いつまで

7:30 避難所、備蓄倉庫開錠 地区の指定避難所である玉川中学校体育館と備蓄倉庫を開錠 消防団、地区役員、危機管理課

8:45
蛭田自治会長
各誘導員代表集合
⇒玉川会館へ

誘導棒、コーン配布
・防災・環境　⇒誘導棒７本、コーン７個
・交通防犯　　⇒誘導棒５本

防災対策委員会 高山委員長

玉川会館へ
誘導棒１２本
う回路看板７本作製
コーン７個

下野 11月19日

9:00
訓練開始
情報伝達訓練①

蛭田会長の指示で、防災広報塔で訓練開始のアナウンス
アナウンス役が、自治会長が防災ラジオで聞いた情報として、防災
広報塔で小名浜地区へ避難勧告が発令された旨をアナウンスする。

防災対策委員会
蛭田会長
吉田さん

放送原稿作成 危機管理課 11月19日

防災対策委員会
環境衛生監視委員会
南区道路、計７カ所立哨

高山委員長
多田副区長

交通誘導員配置場所の設定
冠水箇所を示す看板(危機管理課)

高山委員長、
多田副区長、
下野

11月12日

岩出口/消防団 消防団 消防団への説明 高山委員長、下野 11月12日

避難誘導員配置 ９時には避難誘導員配置完了
交通防犯委員会
主要道路、交差点　計５カ所立哨

佐藤副区長 避難誘導員配置場所の設定 高山委員長、下野 11月12日

情報伝達訓練② 自治会長⇒各区長 自治会会長が 蛭田会長 連絡方法の確認 蛭田会長 11月19日

情報伝達訓練③ 各区長⇒各組長、避難訓練参加者 各区長が 各区長 連絡方法の確認 各区長 11月19日

～9:40まで 避難訓練
避難勧告の発令を受け、住民は大雨の中、自宅から玉川中学校へ移動。
徒歩、自転車、自動車等の移動手段は各住民に委ねる。
避難時の装備（雨合羽、非常持ち出し袋等）は各住民に委ねる。

避難訓練参加者
避難時の移動手段、装備についての
事前周知（チラシ)

危機管理課 11月12日

～9:40まで 安否確認
避難者到着順に安否確認受付。同時にアンケート配布。
受付表は当日赤川区長から各区長へ配布。
受付と同時にアンケート配布。

各区長が確認⇒自治会長へ報告
広報委員会⇒アンケート配布

各区長
後藤副区長

安否確認受付表、筆記用具
アンケート

危機管理課⇒赤川区長へ
危機管理課⇒後藤副区長へ

11月19日

オリエンテーション 本日の予定についての説明(5分) 下野

避難所運営訓練
　防災資機材を使って
の
　設営訓練(20分)

参加者はあらかじめ体育館内に設置した備蓄物資(段ボール詰め状態)を
開梱し、設営を行う。設営物は随時解体し、入れ替わりで順次設営体験
する。全員が体験できるよう、区ごとにグループ分けして順次体験する。

消防団

10:20～11:00 防災講話 防災についての講話 小名浜消防署 小名浜消防署への依頼 危機管理課 10/E

10 :40～11 :00 炊き出し アルファ米を使っての炊き出し、配給。
会館管理運営委員会
青少年健全育成委員会

橋本区長
ごみ収集用ビニール袋の確保　⇒
配給用段ボール箱の確保　　　⇒

会館管理運営委員会
青少年健全育成委員会

11月19日

防災まちづくり説明
食事をしながら『防災まちづくり』の説明を聞いてもらう。
これまでの防災まちづくり活動についての説明

防災対策委員会 下野

自治会長挨拶(5分) 会長挨拶後、下野が散会宣言。アンケート回収。
アンケート回収⇒広報委員会
　回収後危機管理課へ

後藤副区長

11:30～ 後片付け 使用物品の撤去、マット撤去、モップ敷き 自治会役員、各委員会

事前準備・担当
時刻 行動 訓練内容等 担当部門

責任者
(担当者)

訓
　
　
　
練
　
　
　
当
　
　
　
日

9:00
↓

9:40

冠水道路通行止め
誘導員配置

９時には交通誘導員配置完了

9:05

9:40～10:10

11:00～


